
欧州におけるＩＣＴを活用した 
街づくりに関する取組事例 

資料３－４ 



ＦＩ-ＰＰＰプログラム①：全体概要 

▶ ＥＵの第７次研究枠組計画（ＦＰ７）におけるＩＣＴプロジェクトとして、３億ユーロ（約３３０億円※）の予算 
  の下、２０１１年から５年計画のＦＩ-ＰＰＰ（次世代インターネット官民連携）プログラムが実施。 

※ １ユーロ＝１１０円（２０１１年１月時点）で換算 

▶ インターネット技術との強い統合を通じ、交通、医療又はエネルギー等の公共サービスのインフラと業務 
  プロセスを“ｓｍａｒｔｅｒ”（ｍｏｒｅ ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ, ｍｏｒｅ ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ, ｍｏｒｅ ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ）にする大きな必要性の下、次世代 
  インターネット技術・システムにおける欧州の競争力強化と、公共的・社会的分野において次世代インター 
  ネットで強化されたアプリケーションの出現の支援を目的。 

▶ ネットワーク・通信インフラ、端末、ソフトウェア、サービス及びメディア技術に関する研究開発を含む 
  産業主導で全体的な（ｈｏｌｉｓｔｉｃ）アプローチによるとともに、需給を引き寄せ、研究のライフサイクルにお 
  いて早期の段階から利用者を関与させながら、実利用における実験と検証を促進。 

▶ 「欧州２０２０戦略」（２０１０年３月）における重点取組の１つとして、同年５月に策定された「欧州のため 
   のデジタルアジェンダ」において、欧州におけるデジタル単一市場、ひいては包摂的な知識社会（ｉｎｃｌｕｓｉｖｅ  
 ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ｓｏｃｉｅｔｙ）の実現のための必要条件と位置づけ。 

ＦＩ-ＰＰＰプログラムの全体像 Ｃａｌｌ １ （２０１０年７月２０日～１２月２日）：９０００万ユーロ 

① プログラムの推進・支援（６００万ユーロ・５ヵ年） 
▻ ＣＯＮＣＯＲＤ 

② インフラ支援（３００万ユーロ・３ヵ年） 
▻ ＩＮＦＩＮＩＴＹ 

③ ユースケース実証/フェーズ１（８プロジェクト・５００万ユーロ・２ヵ年） 
▻ ＦＩＮＥＳＴ、ＩＮＳＴＡＮＴ ＭＯＢＩＬＩＴＹ、ＳＭＡＲＴ ＡＧＲＩＦＯＯＤ、   
   ＦＩＮＳＥＮＹ、ＳＡＦＥＣＩＴＹ、ＯＵＴＳＭＡＲＴ、ＦＩＣＯＮＴＥＮＴ、 
   ＥＮＶＩＲＯＦＩ 

④ 次世代インターネットの中核プラットフォーム（４１００万ユーロ・３ヵ年） 
▻ ＦＩ-ＷＡＲＥ 

Ｃａｌｌ ２ （２０１２年５月１８日～１０月２８日）：８０００万ユーロ 

② インフラ支援（１２５０万ユーロ・２ヵ年） 
③ ユースケース実証/フェーズ２（５プロジェクト・１３５０万ユーロ・２ヵ年） 

Ｃａｌｌ ３ （２０１３年１２月）：１億３０００万ユーロ 

○ 多くのテストベッド・パイロット拡大（複数地域・１億ユーロまで・２ヵ年） 

【出典】 European Commission（欧州委員会）“Information Society”ウェブページ等 

① 

② 

③ 

④ 
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http://cordis.europa.eu/fp7/home_en.html


ＦＩ-ＰＰＰプログラム②：各プロジェクトの実証サイト 

▶ Ｃａｌｌ １におけるユースケース実証に関する８つのプロジェクト（ＦＩＮＥＳＴ，ＯＵＴＳＭＡＲＴ，Ｉｎｓｔａｎｔ Ｍｏ 
  ｂｉｌｉｔｙ，ＳｍａｒｔＡｇｒｉＦｏｏｄ，ＳＡＦＥＣＩＴＹ，ＥＮＶＩＲＯＦＩ，ＦＩ-ＣＯＮＴＥＮＴ，ＦＩＮＳＥＮＹ）は、のべ５４カ 
  所、次世代インターネットの中核プラットフォームに関するプロジェクト（ｆｉ-ｗａｒｅ）は１カ所で実施予定。 

● ベルリン（ドイツ）、 
 バーミンガム（イギ 
 リス）、サンタンデー 
 ル（スペイン）等５カ 
 所 

● ローマ（イタリア）、 
 ニース（フランス）、 
 トレド（スペイン）等 
 ６カ所 

● アムステルダム 
 （オランダ）、イスタ 
 ンブール（トルコ）等 
 ３カ所 

● アテネ（ギリシャ）、 
 マドリッド（スペイン）、 
 カイザースラウテル 
 ン等８カ所 

● ウィーン（オース 
 トリア）、ダブリン（ア 
 イルランド）、オスロ 
 （ノルウェー）等８カ 
 所 

● マルヌラヴァレ 
 （フランス）、ロンドン 
 （イギリス）、デュッ 
 セルドルフ（ドイツ） 
 等６カ所 

● ストック 
 ホルム 
 （スウェー 
  デン）、ブカ 
  レスト（ルーマニア）、 
  ヘルシンキ（フィンラ 
  ンド）等６カ所 

● グルノー 
 ブル（フラン 
 ス）、ヘルシ 
 ンキ（フィンランド）、 
 ストックホルム（ス 
 ウェーデン）等１０カ 
 所 

● マドリッド（スペイ 
 ン）１カ所 

【出典】 FI-PPPウェブページ（http://www.fi-nfinity.eu/portal/dashboard/site-map） 
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http://www.fi-ppp.eu/projects/instant-mobility/
http://www.fi-ppp.eu/projects/finest/
http://www.fi-ppp.eu/projects/smartagrifood/
http://www.fi-ppp.eu/wp-content/uploads/2011/04/safecitylogov02.png
http://www.fi-ppp.eu/projects/envirofi/
http://www.fi-ppp.eu/projects/fi-content/
http://www.fi-ppp.eu/projects/fi-ware/
http://www.fi-infinity.eu/portal/dashboard/site-map


ＦＩ-ＰＰＰプログラム③：ＯＵＴＳＭＡＲＴプロジェクト 

ＯＵＴＳＭＡＲＴプロジェクトにおける５つのクラスター 

▶ ＦＩ-ＰＰＰプログラムにおけるユースケース実証の１つとして、５００万ユーロ（約５.５億円※）の予算の下で、 
  Ａｌｃａｔｅｌ-ＬｕｃｅｎｔやＯｒａｎｇｅ Ｌａｂｓ等の１５民間企業、サンタンデール市等の６公的機関、ルクセンブルグ 
  大学 等の６研究機関からなるコンソーシアムにより、２０１１年４月から２カ年計画で実施。 

※ １ユーロ＝１１０円（２０１１年１月時点）で換算 

▶ ５つの革新的なエコシステムの開発を目的とし、それらのシステムを通じて、都市部におけるサービスや 
  資源に関する最適な供給・アクセスに資するパイロットサービスや技術の創出を促進。これにより、より持 
  続可能な公益事業の提供や、効率性の向上を通じた資源や環境への負荷軽減に貢献。 

▶ 廃棄物処理、上下水道、交通と環境、スマートメータと街灯、水と環境という５つの利用分野に関するク 
  ラスターを選定し、これらを通じて、次世代インターネットのための全体的な要件及び領域別の要件を確立 
  するための着実なインプットを提供 

ベルリン（ドイツ） オーフス（デンマーク） バーミンガム（イギリス） サンタンデール（スペイン） トレント（イタリア） 

【出典】 ＯＵＴＳＭＡＲＴウェブページ（http://www.fi-ppp-outsmart.eu/en-uk/Pages/default.aspx） 
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http://www.fi-ppp-outsmart.eu/en-uk/Pages/default.aspx


ＦＩ-ＰＰＰプログラム④：ＳａｆｅＣｉｔｙプロジェクト 

インフラに関する６つのレイヤー 

▶ 都市の安全や治安に次世代インターネットを活用することで、身の回りの環境に関する人々の安心感を与 
  え、周囲が安全であることの確保が目的。よりスマートなリアルタイムの意思決定、計画や事故や緊急事態 
  への対応のための治安機関におけるデータの収集・共有・分析をより効果的にすることを支援し、対象地 
  域において発生する事故や緊急事態に対する初期対応と状況認識を強化することが目的。 

▶ ＦＩ-ＰＰＰプログラムにおけるユースケース実証の１つとして、３７２万ユーロ（約４.１億円※）の予算の下で、 
  ＴＥＬＥＣＯＭ ＩＴＡＬＩＡやＭａｄｒｉｄ Ｃｉｔｙ Ｃｏｕｎｃｉｌ等の１５団体からなるコンソーシアムにより、２０１１年４月から 
  ２カ年計画で実施。アテネ（ギリシャ）やマドリッド（スペイン）等の６地域で実証実験を予定。 

※ １ユーロ＝１１０円（２０１１年１月時点）で換算 

道路、公園、象徴 
的な建物の周囲等 

カメラ、環境センサ、人感 
センサ、ワイヤレスセンサ
ネットワーク、データの処理
ユニットへの提供、処理ユ
ニットから命令を受信する
電話、交通標識等 

ＷｉＭａｘ/Ｗｉ‐ｆｉベースの
アクセスポイント、又は
コアネットワークへ接続
する有線ネットワーク 

インターネットバックボー
ンを構成するルーター、
光ファイバ等 

従属したセンサからのイ
ンプットデータを管理する
集中的又は分散的な情
報処理ユニット等 

電話やウェブ等を通
じた警報メカニズム 

ブカレスト 
（ルーマニア） 

アテネ 
（ギリシャ） 

ストックホルム 
（スウェーデン） 

ヘルシンキ 
（フィンランド） 

マドリッド 
（スペイン） 

オビドス 
（ポルトガル） 

【出典】 ＳａｆｅＣｉｔｙウェブページ（http://www.safecity-project.eu/） 

実証予定地域 

☞ アテネ（ギリシャ）では、化学物質の燃焼と負傷者を伴う道路事故を想定 
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http://www.fi-ppp.eu/wp-content/uploads/2011/04/safecitylogov02.png
http://www.safecity-project.eu/


ＦＩ-ＰＰＰプログラム⑤：ｆｉ-ｗａｒｅプロジェクト 

▶ ＦＩ-ＰＰＰプログラムのうち、次世代インターネットの中核となるプラットフォームとしての“ＦＩ-ＷＡＲＥ”の 
  設計･開発･実装に関するプロジェクトについて、４１００万ユーロ（約４５億円※）の予算により、２０１１年５月 
  より３カ年計画で実施。 

▶ Ｔｅｌｅｆｏｎｉｃａ、Ａｌｃａｔｅｌ-Ｌｕｃｅｎｔ、Ｅｒｉｃｓｓｏｎ、ＳＡＰ、ＮＥＣ、ＩＢＭ、ｏｒａｎｇｅ、ｉｎｔｅｌ、ＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ  
  ＯＦ ＳＵＲＲＥＹ等の２６団体・５大学のコンソーシアムにより実施。本年２月３日より公募開始（夏頃採択）。 

※ １ユーロ＝１１０円（２０１１年１月時点）で換算 

▶ “ＦＩ-ＷＡＲＥ”は、主な成果物として、初期の研究プロジェクトにおいて開発される全体的な要素と個々 
  に再利用可能な要素から構成されるオープンアーキテクチャーであり、これまでにないサービスインフラの 
  リファレンス実装となることが予定。 

☞ ①各種サービスを提供・管理する 

 ためのコンピューティング・蓄積・ネッ 

 トワーク資源を提供するクラウドホス 

 ティング、②膨大なデータストリーム 

 を効果的に処理・分析等し、価値あ 

 る知識に整理する機能、③ネット 

 ワークや端末とのオープンインター 

 フェース、④各種サービスの配信・利 

 用が信頼でき、セキュリティ・プライバ 

 シー要件を満たすことを確保するた 

 めの機能などから構成。 【出典】 ｆｉ-ｗａｒｅウェブページ（http://www.fi-ware.eu/） 

ＦＩ-ＷＡＲＥプラットフォームは、 

ＯＵＴＳＭＡＲＴやＳａｆｅＣｉｔｙ等の

８つの利用分野それぞれの目的

に資するとともに、より広い分野

におけるニーズを満たす目標を 

掲げている。 

情報の交換による接続がカギ 

中核となるプラットフォームと 
各ユースケース実証との関係 

８つのユースケース実証との連携 
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http://www.fi-ware.eu/


Ｓｍａｒｔ Ｓａｎｔａｎｄｅｒプロジェクト 

【出典】 WSN in the Real World – A Workshop (Barcelona, 28th October 2011)におけるJose Antonio Galache氏 
   （Laboratories for R+D+I in Telecommunications, University of Cantabria)プレゼンテーション資料 
    “A City deployment: Connecting FIRE experiments and service provision to citizens” 

▶ サンタンデール（スペイン）、ギルフォード（イギリス）、リューベック（ドイツ）等において、２万個以 
  上のセンサーを設置し、スマートな街のためのＩｏＴ（ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ ｏｆ Ｔｈｉｎｇｓ）に関する技術、アプリ 
  ケーションやサービスを対象とした街規模のテストベッド。 

▶ ＥＵのＦＰ７による３か年計画のＩＣＴプロジェクトとして、６００万ユーロ（約６億円※）の予算により、２０１０年 
  ９月から、スペイン、フランス、ドイツ、イギリス等のＥＵ８カ国、Ｔｅｌｅｆｏｎｉｃａ（スペイン）、Ａｌｃａｔｅｌ- 
  Ｌｕｃｅｎｔ（フランス･スペイン）、Ｅｒｉｃｓｓｏｎ（スウェーデン）等の１５団体等のコンソーシアムにより開始。 

▶ フェーズ１（２０１２年）では、交通や環境等の分野において、２千個のＩｏＴ機器による規模で実験予定。 
  フェーズ２（２０１３年）に５千個まで、フェーズ３（２０１４年）で２万個まで設置予定。 

サンタンデール市におけるセンサー設置状況（フェーズ１） 

● 街頭に１３００個のセンサー（気温･光度等のサービス提供用 
 に６５０個、実験用に６５０個）を設置 

● 駐車場に３２５個のセンサーを埋め込み 

Ｓｍａｒｔ Ｓａｎｔａｎｄｅｒプロジェクト 

※ １ユーロ＝１００円（当時）で換算 
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http://cordis.europa.eu/fp7/home_en.html


ＩＣｉＮＧプロジェクト 

【出典】 W3C Workshop on the Role of Mobile Technologies in Fostering Social Development (June 2-3,  
   2008, Sao Paulo, Brazil)における Janaina Oliveira, MSc. Eng.氏（PhD researcher, Dublin Institute  
  of Technology）プレゼンテーション資料“ICiNG Innovative Cities for the Next Generation”等 
 

▶ “センサーとしての住民”や“敏感な都市”という観点から、“Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ Ｃｉｔｙ（感知できる都市）”  
  をコンセプトとして、環境センサー、携帯端末、ロケーションベースシステム等の活用により、地域住民の 
  生活の質（ＱｏＬ）の向上のため、地域における住民と環境に関する情報を地方議会に提供。 

▶ ＥＵの第６次研究枠組計画（ＦＰ６）によるＩＳＴ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｏｃｉｅｔｙ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ）プロジェクト 
  として、２９０万ユーロ（約４億円※）の予算により、２００６年から２００８年に、ダブリン市（アイルランド）、 
  バルセロナ市（スペイン）及びヘルシンキ市（フィンランド）の３自治体において実施。 

ダブリン市（アイルランド）における実証 

● メアリーが公園内を歩いていると、地面にゴミを発見。 

※ １ユーロ＝１4０円（当時）で換算 

Ｉｎｎｏｖａｔｉｖｅ Ｃｉｔｉｅｓ ｆｏｒ ｔｈｅ Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎプロジェクト 

電子行政と都市計画サービスのシナリオ 
課題追跡（Ｉｓｓｕｅ Ｔｒａｃｋｅｒ）システム 

● 彼女は携帯電話で写真を撮り、ＩＣｉＮＧシステムに送信。 
 彼女の位置は同システムにより自動的に特定され、同写真 
 及び追加コメントはＵｒｂａｎ Ｍｅｄｉａｔｏｒと呼ばれる市のソー 
 シャル・ウェブサイトに送信。 
● 送信された写真等が彼女又は他の地域住民により視覚 
 化等編集。その写真等は、市が取り組むべき課題を特定し、 
 住民へフィードバックするため、市議会においても活用。 
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Ｓｍａｒｔ Ｔｏｕｃｈプロジェクト 

【出典】 ＩＴＥＡ ２ Ｍａｇａｚｉｎｅ（Ａｐｒｉｌ ２００９）“Ｔａｋｉｎｇ ａ ｔｏｕｃｈｉｎｇ ａｐｐｒｏａｃｈ ｔｏ ｍｏｂｉｌｅ ｓｅｒｖｉｃｅ ａｃｃｅｓｓ”等 

▶ 都市生活、家、健康の分野におけるＮＦＣ（Ｎｅａｒ Ｆｉｅｌｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）技術の役割･技術要件、 
  セキュリティ･プライバシー、ビジネスモデルに関する実験、支払い･発券サービスのための基礎技術開発、 
  アクセス制御や娯楽情報提供等のパイロット実証を実施。 

▶ ＥｕｒｅｋａのＩＴＥＡプロジェクトとして、約３千万ユーロ（約４５億円※）規模により、２００６年から２００８年に 
  実施。ベルギー、フィンランド、ドイツ等のＥＵ８カ国及びＮｏｋｉａ（フィンランド）、Ａｌｃａｔｅｌ-Ｌｕｃｅｎｔ  
 （ベルギー）、Ｐｈｉｌｉｐｓ Ａｐｐ. Ｔｅｃｈ.（オランダ）、オウル市（フィンランド）等の２４団体が参加。 

※ １ユーロ＝１5０円（当時）で換算 ☞ Ｅｕｒｅｋａ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ Ａｃｔｉｏｎ） 
  … 欧州最先端技術共同研究構想。ＩＣＴ等の先端技術開発で企業や政府間の共同研究を促進するため、１９８５年に発足。現在、ＥＵを含む４０カ国が参加。 
☞ ＩＴＥＡ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ｆｏｒ Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ａｄｖａｎｃｅｍｅｎｔ）プロジェクト 
      … １９９９年から２００８年まで実施されたソフトウェア集約的なシステム･サービスのための革新的・前競争的な研究開発プロジェクト。現在、ＩＴＥＡ２が実施中。 

フランクフルト市（ドイツ）における実証 

● 公共交通機関ＲＭＶ（Ｒｈｅｉｎ Ｍａｉｎ Ｖｅｒｋｅｈｒｓｖｅｒｂｕｎｄ）の停留 
  所７５０カ所に無線タグを設置。  

Ｓｍａｒｔ Ｔｏｕｃｈプロジェクト オウル市（フィンランド）における実証 

● 介護サービスを利用する高齢者等が翌日の食事を注文するた 
  めに利用する食事メニューにおいて、接触ベースのユーザインタ 
   フェースを内蔵。 

● また、乗客は、リアルタイムの運行情報の受信も可能。 

● 乗客が、ＮＦＣ対応携帯電話を停留所の無線タグにかざすことに  
  より、安全な乗車券の発券、クレジットカード等への課金が可能。 

● 現在、ＮＦＣによる発券は、全てのＲＭＶエリアで可能。 

● 手作業に係る費用の削減や追跡可能性の向上とともに、リアル 
  タイムの食事配達状況の監視が可能。 

▶ 現在、インターネット接続が可能なＰＣ用のＮＦＣカード、チケット鑑別機･読取機等の２２以上の製品が 
  市場に投入され、また、Ａｌｃａｔｅｌ-Ｌｕｃｅｎｔより、非接触のＲＦＩＤタグ事業がスピンオフ。 
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